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意味

010 和歌をなぞろう

こ
れ
や
こ
の

蝉丸

都から出ていく人も帰ってくる人も、知り合いも知らない人も、ここで出会い、別れていきます。
ここが、あの逢坂の関なのだなあ、という歌です。

平安時代 『後撰和歌集』

行
く
も
帰
る
も

知
る
も
知
ら
ぬ
も

別
れ
て
は

逢
坂
の
関


